
 

 

第１次朝霞市総合振興計画（昭和５０年度～昭和６０年度） 

将来像 

「市民にとっていつまでも魅力と希望のもてる、 

健康で明るく豊かな住みよいまちづくり」 

基本目標 

１） 青い空と緑に映える健康なまち 

２） 郷土愛で築く明るいまち 

３） 生活環境の充実した豊かなまち 

基本理念 

１） 豊かな市民生活の保障 

２） 市民の生命、財産を守る 

３） 新しいコミュニティの形成 

４） 市民の顕在、潜在的な能力の開発 

５） 総合的な行財政の運営 

 

 

 

第２次朝霞市総合振興計画（昭和６１年度～平成７年度） 

将来像 

「活気と潤いに満ちた住みよいまち 

      ―２１世紀のふるさとづくり―」 

活気：まちのにぎわい＝活気        調和のとれた産業の発展 

                      教育・文化・スポーツの振興 

                      コミュニティ活動の活性化 

 潤い：都市空間の憩いの場         緑の保全と活用 

    市民のふれあい‐安らぎ       河川景観の整備 

                      生涯学習体制の確立 

                      市民全員参加のイベント開催 

 住みよいまち               生活環境の整備 

                      都市基盤の整備 

                      交通安全対策・防犯・防災対策の強化 

                      社会福祉対策の充実 
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第３次朝霞市総合振興計画（平成８年度～平成１７年度） 

まちづくりの基本理念 

１） 暮らし優先・人間尊重のまちづくり 

２） 創造力と活力のあるまちづくり 

３） 個性的で魅力あるまちづくり 

将来像 

 「にぎわいとやすらぎのある文化のまち・・・朝霞」 

１） ２１世紀の豊かな暮らしを支える都市空間の創造 

２） 安全で快適な暮らしを支える快適環境の創造 

３） 明るく生きがいのある暮らしを支える健康・福祉の創造 

４） 個性を生かした豊かな心を育てる教育・文化の創造 

５） 明日の発展を支える産業の創造 

 

 

 

第４次朝霞市総合振興計画（平成１８年度～平成２７年度） 

まちづくりの基本理念 

 ～市民がつくり、育てるまち～ 

将来像 

 「水と緑に満ちた やすらぎと生きがいのあるまち 朝霞」 

基本方針 

 ～パートナーシップによるまちづくり～ 

施策の大綱 

１） 自然と調和したゆとりある都市づくり（都市整備） 

２） 安全で快適な生活環境づくり（生活環境） 

３） みんなで支え合う健やかな社会づくり（福祉・健康づくり） 

４） 豊かな心と人間性を育む人づくり（教育・文化） 

５） まちの活力を生み出す産業づくり（産業振興） 

６） ふれあいと連帯を広げる地域づくり（交流・コミュニティ） 

 


